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報　告

要 旨 症例は40歳代，女性．健診腹部超音波検査で右水腎症を指摘され，国立病院機構相模
原病院泌尿器科（当科）紹介受診した．尿管鏡検査で右下部尿管に腫瘍性病変を認め，

尿細胞診はclass Ⅳであった．右尿管癌の可能性を否定できず，腹腔鏡下右腎尿管全摘術を施行
した．病理組織学的診断は尿管子宮内膜症であった．
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緒　　　言

　尿管子宮内膜症は稀少部位子宮内膜症のなかでも
まれであり，内膜症全体の0.1–0.4％とされる 1 ）．尿
管子宮内膜症は診断が困難で，術後の病理診断で判
明したとする報告が散見される 1 ）．今回，われわれ
は尿管癌との鑑別が困難であった尿管子宮内膜症の
1 例を経験した．

症　　　例

患者：40歳代，女性
主訴：右水腎症
家族歴：特記すべきことなし
既往歴：先天性白内障
現病歴

　健診腹部超音波検査で右水腎症を指摘され，精査
加療目的に国立病院機構相模原病院泌尿器科（当科）
紹介受診した．
現症；
　腹部は平坦，軟で，圧痛を認めず，背部の叩打痛
を認めなかった．
血液生化学検査：
　WBC: 8760/μl , Hb: 13.0 g/dl, Plt: 27.2万/μl, TP: 
6.6 g/dl, Alb: 4.4 g/dl, BUN: 16.9 mg/dl, Cr: 
0.81 mg/dl, AST: 15U/L, ALT: 6U/L, BS: 91 mg/dl, 
HbA1c: 5.5%, Na: 141 mEq/L, K: 5.2 mEq/L, Cl: 
106 mEq/L, CRP: 0.01 mg/dl　
尿検査：
　pH : 6.5, 尿潜血陰性，尿蛋白陰性，尿糖陰性，尿
沈渣；赤血球≦ 1 /HPF, 白血球≦ 1 /HPF 
画像検査：

尿管癌との鑑別に苦慮した 
尿管子宮内膜症
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